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2）医学研究の最前線

レクチ ャ
ー シリーズ
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（3）ゲ ノ ム 研究 の 最前線

ゲ ノ ム 機能科学に よ る創薬
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　 「生命の 設計図」で ある ヒ トゲ ノ ム 計画が終了し

た．現在 ， 世界の研究者の 関心は構造（塩基配列）

か らゲ ノ ム に記されて い る情報（遺伝子の 機能）の

読解（機能ゲ ノ ム 科学 functional　genomics ）へ と

移行 して お り， 既に ポ ス ト ・ゲ ノ ム （シーク エ ン
’一
〉ス ）時代へ 突入 しつ つ ある．こ の ヒ トゲノ ム 計画の

影響を最も受ける もの は ， ヒ トの 病気の 原因解 明 ，

診断， 治療 とい っ た 医療 分野で ある，ヒ トゲ ノ ム

計画の 成果に よ り， 診断か ら使用する薬の 製造ま、

で の すべ て の過程は大 きく影響 を受け ， 近 い 将来

に は
“
あ りふ れた病気

”

に対 して も患者の 遺伝的

体質に合 わせ た処方 ， 治療計画がなされ る ， い わ

ゆ る テ ーラ ーメ ー
ド医療が提供される で あ ろ う．

こ の ゲノ ム情報 ， 技術 を基に患者各人に個別至適

化 されたテ
ー

ラ
ーメ ー ド医療を現実化する ため

，

薬理ゲノ ミ ク ス とい う新し い コ ン セ プ トが登場し

た ．また
，

こ の テ
ー

ラ
ーメ ー ド医療

一個別至適化

した薬物治療
一を実用的にするに は，遺伝子情報

に合わせ た薬の品揃えが必要となる．こうした薬

を創るに は ， 従来の 宝探し的なや り方で は対応で

きず ， ゲノ ム 情報か ら薬を理論的 に創る 『ゲ ノ ム

創薬』の 戦略が 多くの 製薬企業で導入 ， 展開され

つ つ ある．具体的に ヒ トゲ ノ ム計画の もた らす大

きな成果は ， 大量の 遺伝暗号の解析の他 ， 体系的

遺伝 子多型解析 と体系的遺伝子発現情報（発現 プ

ロ フ ァ イル ）解析に集約 され る，こ の 遺伝子多型解

析 と遺伝子発現解析 の 技術 ， 情報は直接ゲ ノ ム 創

薬の 推進力となる．なか で も，遺伝子発現情報解

析で は マ イ ク ロ ア レイ ， DNA チ ッ プが注 目されて

い る．マ イ ク ロ ア レイ DNA チ ッ プに よる ゲ ノ ム

創薬 の 成果を紹介する ，
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